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「
生
き
る
力
」
の
「
確
か
な
学
力
」
と
、「
豊
か
な
心
」
を
つ
な
ぐ

部
分
へ
の
着
目

　
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、
こ
の
「
生
き
る
力
」
と
の
関
係
に
お
い
て
こ
そ
、

最
も
明
確
に
そ
の
位
置
付
け
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
、「
生
き

る
力
」
と
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、
近
い
目
線
で
人
間
を
見
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
右
図
で
言
え
ば
「
知
」
の
部
分
に
、「
職
場
や
地
域
で
活
躍

す
る
上
で
必
要
と
な
る
力
」
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
専
門
知
識
・
基
礎
学
力
」
が

含
ま
れ
、「
徳
」
の
部
分
が
「
人
間
性
・
基
本
的
な
生
活
習
慣
」
と
な
り
ま
す
。

「
社
会
人
基
礎
力
」は
、「
生
き
る
力
」の
中
で
独
立
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る「
知
」

　

こ
こ
で
は
各
能
力
フ
レ
ー
ム
の
中
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
が
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」

は
既
に
そ
れ
ら
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
意
識

す
る
だ
け
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
効
果
が
よ
り
高
ま
る
と
同
時
に
、「
社

会
人
基
礎
力
」
の
育
成
も
、
お
の
ず
と
活
性
化
す
る
と
考
え
ま
す
。

「
生
き
る
力
」

〜
初
中
等
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
は
「
知
・
徳
・
体
」

初
中
等
教
育
で
推
進
さ
れ
て
い
る
「
生
き
る
力
」

　

教
育
を
考
え
る
と
き
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
初
中
等
教
育
（
小
中
高
校
）

の
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
非
常
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
、「
生
き
る
力
」

で
す
。
こ
れ
は
平
成
8
年
の
第
15
期
中
央
教
育
審
議
会
で
示
さ
れ
、
そ
の
後
、

ゆ
と
り
教
育
の
推
進
な
ど
、
初
中
等
教
育
の
教
育
改
革
に
影
響
を
与
え
た
能
力

観
で
あ
り
、
今
な
お
学
習
指
導
要
領
の
基
本
と
な
る
考
え
方
で
す
。「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
や
、
各
教
科
の
評
価
を
相
対
評
価
か
ら
絶
対
評
価
に
変
え
４

つ
の
観
点
で
生
徒
評
価
を
行
う
こ
と
に
も
反
映
さ
れ
た
考
え
方
で
す
。「
生
き

る
力
」
と
い
う
概
念
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
知
・
徳
・
体
」
が
そ
れ

ぞ
れ
育
成
さ
れ
、
そ
の
上
で
個
別
知
識
だ
け
で
な
く
、
学
力
や
資
質
な
ど
を
包

含
し
た
「
生
き
る
力
」
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

小
・
中
・
高
・
大
と
全
て
の
教
育
段
階
で
社
会
人
基
礎
力
を
育
て

る
た
め
に

　

教
育
に
は
そ
の
対
象
や
環
境
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
目
指
す
目
的
が
あ
り
ま

す
。
初
中
等
教
育
（
幼
稚
園
～
高
校
）
で
あ
れ
ば
そ
の
根
本
は
、
人
と
し
て
社

会
で
生
活
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
知
る
こ
と
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
近
年
、
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
段
階
で
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
は
、「
勤
労
観
・
職
業
観
と
、
働
く
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る
知
識
・

資
質
・
能
力
」
を
育
て
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
の
場
面
で
何
を
育
成
の
目
標
と
す
る
か
を
示
す
た
め
に
、「
生
き
る
力
」「
キ
ャ

リ
ア
発
達
に
関
わ
る
諸
能
力
（
例
）」
な
ど
の
能
力
の
フ
レ
ー
ム
が
提
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、
そ
れ
ら
の
能
力
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で
十
分
生
か
せ

る
も
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
教
育
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
将
来
社
会

人
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

社
会
人
基
礎
力
は

ど
こ
で
も
生
き
て
い
る
！
②

～
生
き
る
力
／
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
関
わ
る
諸
能
力
／
社
会
的･

職
業

的
自
立
、社
会
・
職
業
へ
の
円
滑
な
移
行
に
必
要
な
力
／
人
間
力
／

キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

「社会人基礎力」と「生きる力」（※）の関係

※文部科学省（中央教育審議会）

（前に踏み出す力、考え抜く力、
チームで働く力）

職場や地域で活躍する上で必要となる力

計算
技能

能力の全体像
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学
習
面
と
行
動
面
を
同
一
の
視
点
か
ら
見
ら
れ
た
ら

　

さ
ら
に
、「
社
会
人
基
礎
力
」
の
考
え
方
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
学
習
面

の
「
４
つ
の
観
点
」
と
行
動
面
の
「
10
の
項
目
」
を
、同
一
の
視
点
か
ら
観
察
し
、

育
成
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
生
徒
の
活
動
・
学
習
面
と
そ
れ

以
外
の
行
動
を
同
じ
視
点
か
ら
観
察
・
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
促
す
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
、
行
動
面
の
「
自
主
・
自
律
」
と
学
習
面
の
「
関
心
・
意
欲
・

態
度
」
は
、
い
ず
れ
も
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
行
動
面
の
「
創
意
工
夫
」
と
学
習
面
の
「
思
考
・
判
断
・
表

現
」
も
互
い
に
補
い
合
っ
て
、「
考
え
抜
く
力
」
と
重
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、「
生
き
る
力
」
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
生
き
る
力
」
が
捉
え
て
い
る
人
間
の
能
力
を
、
社
会

人
と
し
て
も
必
要
な
能
力
と
し
て
改
め
て
見
直
し
て
い
る
、と
言
え
る
の
で
す
。

社
会
人
と
い
う
観
点
か
ら
「
生
き
る
力
」
を
見
直
す
な
ら
、
そ
こ
に
は
よ
り
将

来
を
見
越
し
て
、
こ
れ
ら
の
力
を
高
め
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

希
薄
傾
向
に
あ
る
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
も
大
事

　

現
在
、
高
校
で
の
観
点
別
評
価
や
行
動
面
へ
の
意
識
は
、
大
学
入
試
な
ど
の

影
響
も
あ
っ
て
、
小
中
学
校
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
で
す
（
次
頁
上
図
）。
ま
た
、

学
習
面
で
の
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
育
成･

評
価
へ
の
意
識
は
、「
４
つ
の

観
点
」
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
低
い
傾
向
に
あ

の
項
目
」（「
自
主
・
自
律
」「
創
意
工
夫
」「
思
い
や
り
・
協
力
」
な
ど
）
と
し

て
、
ほ
ぼ
教
育
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
個
別
の
教
科

や
学
校
内
の
活
動
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
活
動
と
分
け
る
こ
と
な
く
、
ど
の
場

面
で
も
意
識
し
て
育
成
し
よ
う
と
す
る
の
が
、「
社
会
人
基
礎
力
」
な
の
で
す
。

「
生
き
る
力
」
を
踏
ま
え
た
教
科
学
習
に
、
社
会
人
基
礎
力
の
視
点

も
加
味
で
き
た
ら

　

教
科
学
習
に
お
い
て
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
や
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

な
ど
の
観
点
で
行
わ
れ
て
い
る
育
成
を
、「
社
会
人
基
礎
力
」
の
「
３
つ
の
力
・

12
の
能
力
要
素
」
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
教
科
学
習
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」「
理
科
」
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
観
察
、
実
験
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
論
述
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外

の
「
図
工
」「
技
術
・
家
庭
」「
体
育
」「
道
徳
」
な
ど
で
も
、
そ
の
方
向
は
既

に
目
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
そ
れ
以
外
の
教
科
で
も
、「
協
働
学
習
」

の
有
効
性
を
指
摘
す
る
意
見
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書
で
も
、「
総
合
的

学
習
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、
大
学
で
の
座
学
で
の
取
り
組
み
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
特
別
活
動
（
運
動
会
・
社
会
見
学
な
ど
）
で
も
、
既
に
「
自
主
・

自
律
」「
思
い
や
り
・
協
力
」
な
ど
の
項
目
で
育
成
・
評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
も
、「
３
つ
の
力
」
の
育
成
、
ま
た
そ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
で
き

れ
ば
、
よ
り
生
徒
の
成
長
に
配
慮
し
た
教
育
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

に
関
す
る
「
確
か
な
学
力
」
と
、「
徳
」
に
関
す
る
「
豊
か
な
心
」
を
つ
な
げ

つ
つ
、横
断
し
て
い
る
領
域
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
確

か
な
学
力
」
と
「
豊
か
な
心
」
を
分

け
て
考
え
る
こ
と
で
見
落
と
し
が
ち

な
、
学
力
や
能
力
・
資
質
に
注
目
し

言
語
化
し
て
い
る
の
が
「
社
会
人
基

礎
力
」
な
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」

は
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
を
立
て
る

こ
と
で
、「
主
体
性
」
や
意
欲
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
「
チ
ー
ム
で
働

く
力
」
は
、「
知
」
と
「
徳
」
が
共

に
関
わ
り
、
補
い
合
っ
て
支
え
ら
れ

る
力
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
図
る
初
中
等
教
育
で
は
、「
社

会
人
基
礎
力
」
は
、
通
知
表
に
表
れ

る
「
知
」
の
領
域
を
主
に
表
す
、
教

科
学
習
の
「
４
つ
の
観
点
」（「
知
識
・

理
解
」「
技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表

現
」「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」）
と
「
徳
」

の
領
域
を
主
に
表
す
行
動
面
の
「
10

小学校、中学校教育で行われている行動面の評価の項目の例

小学校、中学校、高校教育の各教科で行われている「評価の４観点」の例

平成10年の学習指導要領の改訂に基づく。平成２２年の新たな改訂では、「知識・理解」
及び「技能」、「思考・判断・表現」、「関心・意欲・態度」において評価を行うとされた
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に
も
理
解
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
生
徒
・
学
生
自
ら
の
意
志
に
よ
る

「
社
会
人
基
礎
力
」
の
発
揮
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
非
常
に
幅
広
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず

し
も
勤
労
観
・
職
業
観
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
や
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
力
を
生
む
教
育
だ
け
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
章
に
お

け
る
初
中
等
教
育
で
の
取
り
組
み
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
あ
り
方
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
を

意
識
す
る
教
育
の
あ
り
方
は
、検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
課
題
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

「
社
会
的･

職
業
的
自
立
、
社
会
・
職
業
へ
の
円
滑
な
移
行
に
必

要
な
力
」

〜
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
連
続
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教

育
を
行
う
た
め
に

　

ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
が
平
成
22
年
5
月
に
公
表
し
た
「
社
会
的･

職
業

的
自
立
、
社
会
・
職
業
へ
の
円
滑
な
移
行
に
必
要
な
力
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
全
て
の
年
齢
層
、
特
に
大
学
ま
で
の
若
年
世
代
が
通
う
各
学
校
に
お
い
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
お
よ
び
職
業
教
育
が
連
続
的
に
行
え
る
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

き
た
能
力
概
念
に
な
り
ま
す
。
領
域
と
し
て
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」
を
中
心

と
す
る
「
職
場
や
地
域
で
活
躍
す
る
上
で
必
要
と
な
る
力
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が
、「
社
会
人
基
礎
力
」
に
加
え
て
、
先
に
紹
介
し
た
小
・
中
学
校
、
高
校
で

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、キ
ャ
リ
ア
＝
職
業
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
社
会
人
基
礎
力
」

に
近
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
６
章
で
紹
介
し
た
三
上
力
氏
が
、「
４

領
域
８
能
力
」
は
「
勤
労
観
、
職
業
観
と
い
う
価
値
観
を
育
む
の
に
必
要
と
思

わ
れ
る
体
験
を
子
ど
も
達
が
行
う
た
め
に
必
要
な
能
力
の
例
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
目
的
が
違
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
能
力
が
目
的
と
す
る
の
は
、
勤
労
観
・
職
業
観
と
い
う
自
分
の
価
値
観

で
す
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、
自
分
の
理
解
や
選
択
な
ど
、
自
分
に
関
わ
る

能
力
が
中
心
で
す
。「
社
会
人
基
礎
力
」
と
の
比
較
で
言
え
ば
、「
主
体
性
」
と

の
関
わ
り
が
深
い
も
の
と
な
り
ま
す
。「
課
題
発
見
力
」
な
ど
他
の
「
社
会
人

基
礎
力
」
は
、
い
わ
ば
「
主
体
性
」
を
高
め
る
活
動
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

働
く
こ
と
に
直
結
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
社
会
人
基
礎
力
が
利

用
し
や
す
い

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
勤
労
観
・
職
業
観
育
成
の
た
め
に
社
会
人
と
接
し
た

り
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
グ
ル
ー
プ
で
学
習
し
た
り
す
る
形
が
多
く
取
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
関
わ
る
諸
能
力
」
に
「
人
間
関
係
形
成
能
力
」

が
あ
る
よ
う
に
、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
は
活
動
の
あ
り
方
次
第
で
、
そ
の
育

成
の
さ
れ
方
が
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
自
体
は
、
生
徒
達
が
将
来
働
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
か
ら
、
働
く
た
め
の
力
へ
の
関
心
も
促
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
て
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
生
徒
に
も
学
生

「
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
関
わ
る
諸
能
力
（
例
）」

〜
小
中
学
生
、
高
校
生
の
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
て
る
た
め
に

そ
れ
は
勤
労
観
・
職
業
観
を
目
的
と
し
、「
主
体
性
」
と
の
関
わ
り

が
深
い

　

初
中
等
教
育
に
は
さ
ら
に
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
提
言
し
た
「
キ
ャ
リ

ア
発
達
に
関
わ
る
諸
能
力
（
例
）」、
い
わ
ゆ
る
「
４
領
域
８
能
力
」
が
示
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、「
チ
ー
ム
で
働

く
力
」
の
育
成
が
、「
考

え
抜
く
力
」
の
育
成
と

相
反
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
、
本
書
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
入
試
を
意
識
し

た
高
校
で
の
学
習
の
中

で
も
、「
社
会
人
基
礎

力
」
の
「
３
つ
の
力
・

12
の
能
力
要
素
」
を
グ

ル
ー
プ
学
習
に
取
り
入

れ
た
活
動
が
、
む
し
ろ

効
果
的
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。
６
章
で
紹
介
し

た
高
校
の
総
合
学
習
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
の
取

り
組
み
例
で
は
、
そ
の
効
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

初
中
等
教
育
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
の
言
葉
を
、
特
に
教
員
サ
イ
ド
と
し

て
活
用
し
て
、
生
徒
を
バ
ラ
ン
ス
よ
い
成
長
に
導
い
て
い
く
こ
と
は
、
さ
ら
な

る
教
育
の
可
能
性
を
開
く
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

「社会人基礎力」と「キャリア発達に関わる諸能力（例）」（※）の関係

※国立教育政策研究所

「絶対評価」や観点別学習状況の評価について、実践を踏まえ、どのように感じているか
そう
思わない

そう
思う

-0.5 0 0.5 1 1.5

授業の目標が明確になり、
学力などを多角的に育成する事ができる
児童生徒の学力などの伸びがよく分かる

児童生徒一人一人の状況に目を向けるようになる

いわゆる４観点の評価は実践の蓄積があり、
定着してきている

４観点の評価を授業改善や個に応じた
指導の充実につなげられている

小学校
中学校
高校

「目標に準拠した評価（絶対評価）」や観点別学習状況の評価に対する教員意識

※各項目について、それぞれ「そう思う」を＋2、「まあそう思う」を＋1、「あまりそう思わないを−1、「そう思わない」を−2
　として回答を評点化した上で、各項目ごとに平均値（それぞれ無回答を除く回答者数に対する平均）を算出した。
出典　日本教育新聞 平成22年4月5日
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日
本
で
は
既
に
「
生
き

る
力
」
と
し
て
教
育
目
標

を
定
め
る
動
き
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
世
界

的
に
も
教
育
目
標
と
し
て

の
能
力
を
定
め
よ
う
と
す

る
動
き
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
経
済
協

力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

は
、
世
界
的
な
教
育
の
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
に
、

世
界
共
通
の
生
徒
の
学
習

到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
実
施
と
並
行
し
て
、
教
育
目
標
と
も
な
る
知
識

や
技
能
を
超
え
る
能
力
群
で
あ
る
「
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」（
※
）
を
定
め

た
の
で
す（
平
成
15
年
公
表
）。
こ
こ
で
定
め
て
い
る
３
つ
の
力
は
、ま
さ
に「
社

会
人
基
礎
力
」
の
「
３
つ
の
力
」
と
符
号
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
は
成
果
に
つ
な
が
る
能
力
の
意
味

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
能
力
観
の
中
で
も
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
中
核
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
教
育
に
お
い
て
も
、
今

ま
さ
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
と
き
が
来
て
い
る
と
言
え

ま
し
ょ
う
。

占
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他

の
専
門
知
識
・
基
礎
学
力
・
人

間
性
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。「
自
己
制
御
的
要
素
」
は
、

「
前
に
踏
み
出
す
力
」
と
ほ
ぼ

同
じ
領
域
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、「
考
え
抜
く
力
」

に
、
基
礎
学
力
・
専
門
知
識
を

加
え
た
も
の
が
、「
知
的
能
力

的
要
素
」の
領
域
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」

は
、「
社
会
・
対
人
関
係
力
的

要
素
」
に
近
い
で
す
が
、
公
共

心
な
ど
「
人
間
性
・
基
本
的
な

生
活
習
慣
」
に
も
関
わ
り
ま
す
。

※ 

（
1
）
人
間
力
戦
略
、（
2
）
技
術
力
戦
略
、（
3
）
経
営
力
戦
略
、（
4
）

産
業
発
掘
戦
略
、（
5
）
地
域
力
戦
略
、（
6
）
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

「
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」（
経
済
協
力
開
発
機
構
︿
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
﹀）

〜
国
際
社
会
が
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
く

た
め
に

基
本
的
資
質
・
力
と
し
て
の
「
意
欲
・
態
度
」、
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し

て
育
成
す
べ
き
と
す
る「
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
」を
カ
バ
ー
し
ま
す
。「
考

え
抜
く
力
」
は
、
基
本
的
資
質
・
力
と
し
て
、
収
束
的
思
考
と
さ
れ
る
「
論
理

的
思
考
力
」
と
拡
散
的
思
考
と
さ
れ
る
「
創
造
力
」（
心
理
学
者
ギ
ル
フ
ォ
ー

ド
に
よ
る
）
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
育
成
す
べ
き
と
す
る
「
課
題
対
応
能
力
」

を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
は
「
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
」
を

カ
バ
ー
し
ま
す
が
、「
社
会
人
基
礎
力
」
で
は
「
チ
ー
ム
」
と
い
う
側
面
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
１
章
の
「
社
会
人
基
礎
力
は
ど
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
る
か
」
の
説
明
と
、
合
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

「
人
間
力
」（
人
間
力
戦
略
研
究
会
）

〜
社
会
的
視
野
も
含
め
て
人
間
の
育
成
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
我
が
国
と
し
て
教
育
お
よ
び
人
材
育
成
を
大
き
く
重
視
し

て
い
こ
う
と
し
た
一
つ
の
背
景
に
、
平
成
14
年
に
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
提
出

し
た
「
６
つ
の
戦
略
」（
※
）
で
、
そ
の
筆
頭
に
人
間
力
戦
略
を
挙
げ
た
こ
と

も
関
係
し
て
い
ま
す
（
１
章
「
社
会
人
基
礎
力
と
は
」
Ｐ
５
参
照
）。
そ
れ
を

受
け
て
、
翌
平
成
15
年
に
定
め
ら
れ
た
の
が
「
人
間
力
」
で
す
。

　
「
人
間
力
」
は
、
次
頁
上
図
に
あ
る
よ
う
に
、「
社
会
人
基
礎
力
」
が
多
く
を

重
視
さ
れ
る
「
生
き
る
力
」「
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
関
わ
る
諸
能
力
（
例
）」、
1

章
で
紹
介
し
た
、
大
学
教
育
の
質
保
証
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
学
士
力
（
例
）」

が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
社
会
人
基
礎
力
」

の
考
え
方
で
は
、「
主
体
性
」
と
し
て
意
欲
・
態
度
も
表
れ
、「
考
え
抜
く
力
」（「
課

題
発
見
力
」
な
ど
）
と
し
て
論
理
的
思
考
力
も
表
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
さ

ら
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
て
る
こ
と
で
「
専
門
知
識
」「
基
礎
学
力
」
や

そ
の
他
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
な
ど
も
、
よ
り
効
果
的
に
高
ま
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
の
枠
組
み

で
も
「
社
会
人
基
礎
力
」
の

「
３
つ
の
力
・
12
の
能
力
要

素
」
を
意
識
し
て
い
く
こ
と

が
、
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て「
社

会
人
基
礎
力
」
の
育
成
が
、

社
会
的
・
職
業
的
自
立
や
、

学
び
か
ら
働
く
こ
と
へ
の
円

滑
な
移
行
に
重
要
で
あ
る
こ

と
も
示
し
て
い
る
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
「
社
会
人
基
礎
力
」

の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
は
、

「社会人基礎力」と「人間力」（※）の関係

※内閣府「人間力戦略研究会報告書」（平成１５年４月）

「社会人基礎力」と「キーコンピテンシー」（※）の関係

※OECD(経済協力開発機構)

「社会人基礎力」と「社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な
移行に必要な力」（※）の関係

※今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について　
第二次審議経過報告（平成２２年５月）資料より


